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（一社）滋賀県卓球協会
※大会の参加申込と大会当日の対応

参加申込みに際し、感染拡大防止のために参加者は、大会二週間前から高熱が出たり、感染者
との濃厚接触がないことを確認し、申込みを行うこと。
選手・監督・観覧者の方、すべての来館者に検温および手指消毒をしてから入館していただき

ます。また、参加者は事前に健康状態申告書をダウンロードし、提出をお願いします。
(1)当日の参加受付時の留意事項

受付時に密にならないようにし、安全に実施するために以下に配慮して受付を行うこととする。
①受付前に手指消毒をすること。
②受付に並ぶときは、距離をおいて密にならないように並ぶこと。
③受付を行うスタッフは、パーティションを境にしてマスクを着用すること。

(2)大会参加者への対応
①体育館玄関で必ず体温検査と手指消毒をし、健康状態申告書を必ず提出すること。また、フロ
アに入る時、出る時も手指消毒を必ずすること。

②練習時は、密にならないように各種目毎に分けて時間を区切りますので指示に従い、接触する
ことのないように注意すること。

③試合以外は必ずマスクをすること。
④試合がコールされ、競技場内に入る前に必ず手指消毒をすること。（フロア入り口に消毒液を
用意します。）

⑤試合の始めと終わりのあいさつは、卓球台を挟んで礼のみを行い、握手は行わないこと。また、
選手は大声を出すのは控え、ベンチでの応援は拍手のみとし声は出さないこと。

⑥試合は、基本的にコートチェンジは行わない。
⑦練習や試合中に、卓球台の表面で手汗を拭う行為、シューズの裏を手で拭う行為は避けること。
⑧タオルの使用は、卓球台の足に引っかけるのではなく、自分のカバンまたはラケットケースの
上に置くようにして下さい。

⑨審判はマスクをし、カウンターは使わず、手で数えること。
⑩試合結果の報告は、勝者がマスクをし、試合球を持って本部席への報告すること。
⑪ダブルスの試合については、県内の感染状況を鑑み、実施の有無を判断し、中止・変更の場合
は当ＨＰに掲載する。実施する場合は、飛沫感染・接触感染に注意しながら行う。

⑫観覧席では、３密（密閉・密集・密接）にならないようにし、大きな声で会話・応援はしないこと。
⑬食事の際は、向かい合わせで座ったり、長居をしたりすることは避けること。
⑭感染防止のために主催者が決めた、その他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと。
⑮大会終了後、２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対して速や
かに濃厚接触者の有無等について報告すること。

⑯滋賀県が公式にサポートしている「もしサポ滋賀」の登録を推奨します。（下記参照）
(3)大会会場の使用上の注意
①手洗い場所（トイレ）

参加者は、手洗いをこまめに行うよう、以下に配慮すること。
ア、手洗い場には石鹸（ポンプ型）を使用すること。
イ、「手洗いは３０秒以上」等の掲示に従うこと。
ウ、参加者はマイタオルのを持参し、手指を乾燥させる設備の使用はしないようにすること。

②更衣室、観覧席、休憩・待機スペース
更衣室、観覧席、休憩・待機スペースは、感染リスクが比較的高いと考えられることに留意
することが必要です。

ア、更衣室は、原則使用禁止とし、どうしても必要な場合は、他の参加者と密になることを避
けること。また、使用後は手指消毒をすること。

イ、体育館内で複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、テーブル、椅子等）につ
いては注意し、手指消毒をこまめにすること。

ウ、体育館内の換気のため、プレーに差し支えがないようにできるだけ入口のドアは開けてお
きます。

③試合球は 1 マッチ毎に交換し、卓球台は適宜次亜塩素酸水を利用して消毒します。

(4)観客席利用の注意
観覧席等では、観客同士が密な状態とならないよう注意すること。また、マスクをし、大声に

よる会話や応援（拍手のみ）は避けるようにすること。
密にならないように、体育館側から座らないようにテープがしてある場合は、これに従うこと。

※本ガイドラインについては、県内の状況に応じて見直すものとする。




